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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 悪性腫蕩臨床例において，CEA（carcino embryonic

antigen）， AFP（α・feto protein）Ferritin，β2－MG

（β2－microglobulin）， RNase（Ribonuclease），および，

近年，原発性肝癌，転移性肝癌のマーカーとして注目

されている5’・NPD－V（5〆一Nucleotide phosphodiester・

ase isoenzyme・V）を測定し，肝転移を早期に予測する

には，どのような腫瘍マーカーを調べればよいか，又

は組み合わせて検査すればよいかについて検討した．

 対象および方法

 昭和57年3月より昭和60年12月までの悪性腫瘍患者

400人（術前および腫瘍非切除例178人，術後例222人）

について6種の腫瘍マーカーを測定し，それぞれの陽

性率（各淫蕩マーカーの陽性数／肝転移の証明された症

例数），偽陽性率（各腫瘍マーカーの陽性数／肝転移陰

性症例数），予測率（肝転移陽性症例数／各腫瘍マーカー

の陽性数）について検討を行なった．

 成績および結論

 1．術前例，腫瘍非切除例でぱ，血清5ノーNPD－Vの陽

性率は64．3％（9例／14例）で，CEA 65．2％， RNase

68．5％，Ferritin 66。7％，と同様な値を示すが，予測

率は60％，偽陽性率は4．5％であり，他のマーカーに比

べ最も優れていると思われた．

 2，術後例では，血清5ノーNPD－Vの陽性率は84．7％，

予測率は64．7％，偽陽性率は3．9％であり，術前例に比

べ信頼性が強く，又，他のマーカーと比較し優れてい

ることより，術後経過観察における肝転移診断に，よ

り有用であると思われた．

 3．他のマーカーとの組み合わせでは，CEAとの組

み合わせが有用と思われるが，CEA高値の場合は他の

遠隔転移も考慮する必要がある．

 4．血清5’一NPD－Vは肝炎，肝硬変，閉塞性黄疸など

の肝機能障害で偽陽性を示すことから，これらの疾患

を合併している時には測定の適応とはならない．

論 文 審 査 の 要 旨

 悪性腫瘍の臨床において肝転移を予知することがでれぽ治療上大いに役立つと考えられる．

 著者はこの点に着目し臨床例について各種腫瘍マーカーの効果を比較検討した結果，血清5’一NPD－

Vが優れていることを明らかにしたものである．よって本研究は学術上価値あるものと認める．
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